









































小学 2年生 95名，4年生 108名，6年生 149名と中学 2年生 238名を被験者として「論理積」や「論
理和」を求める課題を与えることにより，連言や選言に関する子どもの理解度を調査した。



































新田・永野（1963）と同種の調査は，海外でも行われている。例えば Neimark & Slotnick（1970）
では，3から 9学年の児童のグループ（N＝455）と大学生の 2グループ（N＝58）を被験者として，












る（pp. 454–455）。こうして彼らは，クラスの交差（intersection of classes）の理解が具体的操作期の
終わりまでに達成されると考えたのである。
これらと同様の課題は，Hatano & Suga（1977，実験 1）でも実施された。これは，小学 4年生 50
名と小学 6年生 55名を被験者とした交差クラスと離接クラスの連言と選言に関する調査であった。
彼らの結果では，いずれの学年でも交差クラスにおける連言の問題に関する正答の割合が高く（4年
生 100％，6年生 96％），逆に離接クラスでは減少する傾向が見られた（4年生 20％，6年生 31％）。
一連の実験結果から Hatano & Suga（1977，p. 405）は，クラスとパフォーマンスの関係に関して「一
般的にいえば，操作の困難度は実行される文脈によって変わる。クラス操作の場合，クラス間（離接，
交差，包接そして同一）の関係のタイプは，重要な要素になると思われる」と述べている。
























































がある。この研究は，連言否定型の推論スキーマの獲得が早期になされるという Braine ＆ O’Brien
（1998）の見解を実証的に検討したものである。この実験における被験者は，小学 1年生，3年生，5










された。その結果 7割以上の被験者が質問 3に正答したが，その一方で小学 1年生，3年生の約半数
が質問 1の not-（pq）から小前提なしでも not-pあるいは not-qを推論しており，具体的操作期におい


























れる 8つの論理モデルであるとされている。群性体には，① A＋A’＝B　② A＝B－A’　③ A－A＝0
④ A＋A＝A　⑤ A＋（A’＋B’）＝（A＋A’）＋B’の 5つの操作で定義される体系があり，さらに① A 1×A2
＝A 1A 2；B1×B2＝A 1A 2＋A 1A ’2＋A ’1A 2＋A ’1A ’2　② B1B2：B2＝B1　③ B1：B1＝Z　④ B1B2×A 1A 2＝
A 1A 2　⑤ ④の諸操作によって規定される結合性，という乗法的な性質も備えるとされている。そ












Inhelder & Piaget（1955/1958，p. 277）によれば，形式的操作期には 2つの命題の組み合わせがあ
るとされている。それは，① 0　② A 1A 2　③ A 1A ’2　④ A’1A 2　⑤ A’1A ’2　⑥ A 1A 2＋A 1A’2　⑦ A 1A 2
＋A’1A 2　⑧ A 1A 2＋A’1A’2　⑨ A 1A’2＋A’1A 2　⑩ A 1A’2＋A’1A ’2　⑪ A’1A 2＋A’1A’2　⑫ A 1A 2＋A 1A’2＋
A’1A 2　⑬ A 1A 2＋A 1A’2＋A’1A’2　⑭ A 1A 2＋A’1A 2＋A’1A’2　⑮ A 1A’2＋A’1A 2＋A’1A’2　⑯ A 1A 2＋A 1A’2
＋A’1A 2＋A’1A’2の 16の組み合わせである。これらは 16二項命題操作と呼ばれるが，これによって
Piaget（1970/2007, p. 156）では，⑫選言，⑭含意，⑮非両立といった命題操作（操作の操作）が可
能になるとされている。
こうした具体的操作と形式的操作の相違点に関して，Inhelder & Piaget（1955/1958，p. 291）では，
「この組み合わせ操作に由来する新しいシステムは，最早単純な分類ではない。（中略）それは一般化
された分類か，または仮定された基礎的結合と両立できる一連のあらゆる可能な分類である」と述べ
られている。また，この命題操作に関して Inhelder & Piaget（1955/1958，p. 303）では，「命題操作は，
単純なシステムを形成するので，16の要素のどんなものからも他のものへ正確に移動することが可
能である」ことや「クラスと関係に関する群性体を単一システムに調整することは，新しい構造の導
入を要求する」ことなどが述べられている。そしてさらに Inhelder & Piaget（1955/1958，p. 273）で
は，具体的思考と形式的思考の構造的統合を比較した場合，単一の変形システムの中で形式的な構造





Inhelder & Piaget（1955/1958，p. 280）でも具体的操作と形式的操作の推移は完全に不連続というわ
けではなく，多くの中間的な段階があるに違いないとされているとおりである。
この点に関して Piaget（1953/1972, pp. 54-56）によれば，A 1＋A ’1＝A 2＋A ’2＝Bただし A 2＜A ’1お














新田・永野（1963）や Suppes & Feldman（1971，実験 1）などの結果から，連言の解釈に関する子
どもの理解はかなり早いと考えられる。一見すれば子どもには困難であると思われるドモルガンの法
則でさえも，麻柄（2002）のラベリングによって理解促進効果のあることが分かった。こうした点は，
















かった。それは，幼稚園児においては「ない」が 22％に対して 24％，小学 2年生においては「ない」
が 5％に対して 48％，同様に 4年生においては「ない」が 33％に対して 49％である（p. 69）。しかし
これらは皆，課題を A∨Bとして解釈した場合の正答なのであり，A∧Bとしては誤答にあたるもの






この点に関して Inhelder & Piaget（1955/1958，p. 303）は，「ひとたび 8つの群性体が可能になれば，
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